
ニュース
１９９９年度日本語能力試験の

結果について

昨年１２月５日（日）に国際交流基金と
�日本国際教育協会の共催で実施された、
１９９９年度日本語能力試験の結果がまとま
りました。試験は日本国外３３の国・地域
の７５都市、日本国内６地域で実施され、
日本国外で１３２，２４１人（前年度比約３１％
増）、日本国内で３４，３３４人（同約１６％増）
が受験しました。
各級の受験者数、認定者数、平均点は、
別表のとおりです。

なお、２０００年度の試験は１２月３日（日）
に実施されることになりました。詳細は、
７月頃に下記までお問い合わせ下さい。
海外：

国際交流基金関西国際センター試験課
〒５９８‐００９３大阪府泉南郡田尻町

りんくうポート北３‐１４
TEL：＋８１‐７２４‐９０‐２６０３
FAX：＋８１‐７２４‐９０‐２８０３
E-Mail : jlptinfo@jpf.go.jp
ホームページ：
http : //www.iijnet.or.jp/jpf/
jlpt/contents/home.html

国内：

財団法人日本国際教育協会
事業部日本語・統一試験課
〒１５３‐８５０３東京都目黒区駒場４‐５‐２９
TEL：＋８１‐３‐５４５４‐５２１５
FAX：＋８１‐３‐５４５４‐５２３５
ホームページ：
http : //www.aiej.or.jp/
index２.html

第５回海外日本語教育研究会
「マレーシアの日本語教育」開催

平成１２年３月１１日（土）、国際交流基金
日本語国際センターで第５回海外日本語
教育研究会「マレーシアの日本語教育」
が行われました。
研究会では、第１部でマレーシアにお
ける日本語教育の概要が報告された後、
第２部でレジデンシャル・スクールと呼
ばれる中等教育段階での日本語教育の紹
介がありました。１９８４年開始当初の６校
から２９校に日本語科目設置校が増え、教
師も日本から派遣された日本人教師から
マレーシア人教師に変わってきた状況な
どが報告されました。第３部では、現地
の予備教育課程を経て日本へ留学したマ
レーシア人学生の大学での適応や就職後
の現地社会との関わりなどが報告されま
した。マレーシアは、国家的な政策の一
部として今までに約１，６００人の学部留学
生を日本へ送っていますが、その一人と

して、この留学制度で日本で学んだマ
レーシア人日本語教師がその経験や感想
を発表しました。
当日は１００名あまりの出席者があり、そ
れぞれの発表に熱心に耳を傾けていまし
た。
この研究会の資料及び次回のお知らせ
は当センターのホームページに掲載され
ますので、ご興味をお持ちの方はぜひご
覧ください。

著作権フリーの画像入り
CD‐ROMを実費で配布

『日本語教育通信』第３４号の「教育実践
レポート」でも紹介した、Washington
and Lee University（米国）の、東洋学
部日本語科では、著作権を心配せずに教
材として使える静止画／ビデオ画像を希
望者に実費で配布しています。
食べ物、住居などの静止画が約４３０枚
とビデオ画像が約２時間半分で、ビデオ
の内容は以下のとおりです。
１．カタカナ読み方練習用ビデオ（約
１時間分）

２．「X（場所）にY（人／物）がいま
す／あります」（約１５分）

３．「X（時間）にY（動作）をします」
（約１５分）

４．許容使役（約１０分）
５．基本動詞（約１０分）
６．時の表現「ところ」（約１０分）
７．市販ビデオの映像の一部（約３０分）
これらの画像は、CD‐ROM３枚で１３
ドル（郵送料込み）で配布されています。
詳しくは以下のウェブサイトをご覧下
さい。
http : //www.wlu.edu/～kujie/
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３月についに１９９８年日本語教育機関調

査の結果を発表することができました。

'９８年の調査にご協力いただいた機関の

皆様、ありがとうございました。

日本語教育国別情報ホームページ

（http : / / www . jpf . go . jp / j / urawa /

kunibetsu/）もあわせて開設いたしまし

た。世界全体の状況を知りたい方は「海

外の日本語教育の現状」を、国別の情報

を知りたい方はホームページをご覧いた

だければと思います。

通信は、日本語国際センターの元研修

生と、機関調査結果をもとにした世界１１５

カ国の日本語教育機関へ届けられていま

す。さまざまな場所でさまざまな目的を

持って日本語を学習している人、教えて

いる人のお役に立つような通信をお届け

したいと思っています。

今号から日本語教育通信を担当するこ

とになりました。どうぞよろしくお願い

いたします。

（情報交流課 亀山 知美）

＊編集部では、『日本語教育通信』に対

するご意見や皆さんの学校の状況など

を書いたお手紙をお待ちしています。

＊この欄にふさわしい情報やニュースがありましたら、下記までお寄せください。

国際交流基金日本語国際センター情報交流課

〒３３６‐０００２埼玉県浦和市北浦和５‐６‐３６

Research and Information Division, The Japan Foundation Japanese-Language
Institute, Urawa, 6-36 Kita-Urawa 5-chome, Urawa-shi, Saitama 336-0002, Japan

『日本語教育通信』 第３７号
２０００年５月発行

発行・編集 国際交流基金
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The Japan Foundation

Japanese-Language Institute, Urawa
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Saitama 336-0002, Japan）
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編集協力
財団法人 国際文化交流推進協会

Assoc. ACE Japan (Japan Association for

Cultural Exchange)

◯C 2000 by The Japan Foundation

（表紙イラスト：村井宗二）

級別
受験者数（人）

A
認定者数（人）

B
認定率（％）
B／A

平均点
（４００点満点）

国

外

１級 ２７，５２３ ９，８３７ ３５．７ ２５５．６

２級 ３６，３８８ １１，９３１ ３２．８ ２１６．４

３級 ３９，２７８ ２０，８３６ ５３．０ ２４０．８

４級 ２９，０５２ １１，９８８ ４１．３ ２２１．７

小計 １３２，２４１ ５４，５９２ ４１．３ －

国

内

１級 ２１，１６１ ９，２６５ ４３．８ ２６３．７

２級 ６，５２１ ２，６６３ ４０．８ ２２７．３

３級 ４，３７５ ３，３４３ ７６．４ ２８０．９

４級 ２，２７７ １，５７９ ６９．３ ２６６．１

小計 ３４，３３４ １６，８５０ ４９．１ －

合 計 １６６，５７５ ７１，４４２ ４２．９ －
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